
10月1日、日本初のファシリティドッグ
ベイリーが虹の橋を渡りました

ベイリーと一緒に過ごしてくれたお友だち、医療従事者の皆さま、
ボランティアの皆さま、そしてすべてのご支援者の方々へ

ファシリティドッグ・ハンドラーの森田優子です。
今日はみなさんに大切なお知らせがあります。
「名誉ファシリティドッグ」のベイリーは
10月1日 14時25分、お空に旅立ちました。

12歳と10ヶ月になるところでした。（人でいうと80代）
つい最近までお山で過ごし、るんるんたくさん歩いていました。
おうちに帰ってから少し具合が悪くなり、治療を行っていました。
食事もおとといまではいつも通り、すべて食べていました。

昨日も朝食は少し食べ、亡くなる直前にもおやつや大好きなミルクを飲みました。
妹分のアニー、後輩のタイとマサ、

そしてドッグトレーナーのマリーナにも見守られ、
本当にあっという間に、やすらかにお空に向かいました。

遊ぶこと・食べることが大好きなベイリー。
直前まで全力で遊び、全力で食べ、旅立ったベイリー。

とてもベイリーらしかったです。
たくさん可愛いがってくださったお友だちやご家族、

そして医療スタッフの皆さま、ご支援者の方々、ありがとうございました。
すべての皆さまのおかげで、ベイリーはすばらしい日々を過ごすことができました。
ベイリーは”お星さま”になって、これからもみんなのことを応援してくれます。

ベイリーからたくさんの”ありがとう”とエールを送ります。


